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研究成果概要 
岐阜県飛騨市に位置する神岡鉱山の地下深くに建設された大型低温重力波望遠鏡

KAGRA を、米国と欧州の重力波望遠鏡 LIGO と Virgo による重力波観測網へと統合

し、KAGRA を単体の望遠鏡として単独運用するのではなく国際重力波観測網の一部と

して運用するための準備を進めた。LIGO および Virgo の各ワーキング・グループと連

携し、インフラやソフトウェア・ツール等の各仕様を LIGO-Virgo-KAGRA 間で共通化

することを推進し、またそれらの実装へ向けた準備を進めた。これらコラボレーション

間での合意事項を文書化し、LIGO、Virgo、KAGRA のそれぞれのコラボレーションか

らの正式承認を得た上で実施した。また国際重力波観測網が電磁波やニュートリノ、宇

宙線などと協調して観測するマルチ・メッセンジャー天文学の一翼を担えるようコミュ

ニティー間の協調・連携を積極的に進め、特に重力波候補事象が検出された際に世界中

の天文台へ向けて公開アラートを発令するための即時検証を行うチームである RRT の

運用を強化した。KAGRA は 2023年 5月からの約 1ヶ月間の観測運転を経て 2024年
3 月時点においては次の観測運転へ向けた準備作業中ではあるが、RRT などは現在に

おいても引き続き運用を続けており、国際重力波網の機能を維持することに重要な貢献

をしている。 
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